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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月19日(2019.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　処理装置により、一連の未加工画像に対応する未加工画像データを受信することと、
　前記未加工画像データを前記処理装置のエンコーダにより処理して、エンコードされた
データを生成することであって、前記エンコーダが、脊椎動物の網膜の少なくとも１つの
網膜細胞の入力／出力変換を実質的に模倣する入力／出力変換により特徴付けられる、生
成することと、
　前記エンコードされたデータに次元低減アルゴリズムを適用することを含む、前記エン
コードされたデータに前記プロセッサによる処理をして、次元低減されたエンコードされ
たデータを生成することであって、ここで、前記次元低減アルゴリズムが、前記エンコー
ドされたデータ内に含まれる情報を圧縮するように構成されており、ここで、前記次元低
減アルゴリズムは、前記エンコードされたデータの特徴のサブセットを特定のマシンビジ
ョンタスクのために選択し、前記エンコードされたデータの他の特徴を前記特定のマシン
ビジョンタスクのために無視するものと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記エンコードされたデータが、一連のエンコードされた網膜画像を含み、前記エンコ
ードされたデータを処理することが、前記一連のエンコードされた網膜画像を処理して、
前記エンコードされた網膜画像に基づいて特徴部シグネチャデータを生成することを含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記特徴部シグネチャデータが、複数の網膜画像領域に関する情報を含む、請求項２に
記載の方法。
【請求項４】
　前記特徴部シグネチャデータが、前記複数の網膜画像領域のそれぞれに対応する動作デ
ータを含む、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　前記特徴部シグネチャデータが、前記複数の網膜画像領域のそれぞれに対応する光学フ
ローデータを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記エンコードされたデータを処理することが、訓練されたアルゴリズムを前記エンコ
ードされたデータに適用することを含み、ここで、前記訓練されたアルゴリズムが、訓練
データセットのエンコードされた訓練データで訓練され、前記エンコードされた訓練デー
タが、脊椎動物の網膜の１つまたは複数の網膜細胞の入力／出力変換を実質的に模倣する
入力／出力変換により特徴付けられる訓練エンコーダを使用してエンコードされたもので
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記訓練セットのエンコードされた訓練データが、仮想環境のエンコードされた画像を
含み、前記未加工画像データが、現実環境の未加工画像を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記訓練セットのエンコードされた訓練データが、第１の条件セットの下で取得された
画像を含み、前記未加工画像データが、前記第１の条件セットとは異なる第２の条件セッ
トの下で取得された未加工画像を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記特定のマシンビジョンタスクを実行するためにマシンビジョンアルゴリズムを前記
次元低減されたエンコードされたデータに適用することをさらに含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記エンコードされたデータを処理して次元低減されたエンコードされたデータを生成
することが、前記未加工画像データを処理してエンコードされたデータを生成することの
後に、かつ前記マシンビジョンアルゴリズムを前記次元低減されたエンコードされたデー
タに適用することの前に行われる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記未加工画像データを処理してエンコードされたデータを生成することが、前記未加
工画像データと比較して次元が低減されたエンコードされたデータを生成することを含み
、前記エンコードされたデータを処理して前記次元低減されたエンコードされたデータを
生成することが、前記未加工画像データと比較してすでに次元が低減された前記エンコー
ドされたデータを追加的に圧縮することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記エンコードされたデータに含まれる情報の量が、前記対応する未加工画像データと
比較して少なくとも約二分の一に圧縮され、前記次元低減されたエンコードされたデータ
が、前記対応するエンコードされたデータと比較して少なくとも約二分の一に圧縮される
、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　装置であって、
　未加工画像データを記憶するように構成された少なくとも１つのメモリ記憶装置と、
　前記メモリに作動可能に連結された少なくとも１つのプロセッサであって、
　　一連の未加工画像に対応する未加工画像データを受信し、
　　脊椎動物の網膜の少なくとも１つの網膜細胞の入力／出力変換を実質的に模倣する入
力／出力変換を使用して前記未加工画像データを処理してエンコードされたデータを生成
し、
　　次元低減アルゴリズムを前記エンコードされたデータに適用することにより前記エン
コードされたデータを処理して次元低減されたエンコードされたデータを生成するように
プログラムされた、少なくとも１つのプロセッサと、を備え、前記次元低減アルゴリズム
が、前記エンコードされたデータに含まれる情報の量を圧縮するように構成され、ここで
、前記次元低減アルゴリズムは、前記エンコードされたデータの特徴のサブセットを特定
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のマシンビジョンタスクのために選択し、前記エンコードされたデータの他の特徴を前記
特定のマシンビジョンタスクのために無視するものである、装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサに作動可能に連結されたロボット装置であって、前記
未加工画像データを生成するように構成された少なくとも１つの画像センサを備えた、ロ
ボット装置、をさらに備えた、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記特徴部シグネチャデータは、前記複数の網膜画像領域のそれぞれの領域に関連する
特徴の値を含む成分を有するベクトルを含む、請求項２に記載の方法。
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